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神
奈
川
県
立
平
塚
青
少
年
会
館
が
市
立
図
番
館
一
階
側
に
完
成

し
、
文
化
セ
ン
h
F
l
実
現
に
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。
市
立
図
書

館
の
利
用
度
も
非
銘
に
高
く
「
沼
田
中
文
蹴
」
も
い
よ
い
よ
公

開
、
際
物
館
建
設
の
調
査
研
究
も
進
ん
で
い
ま
す
。

F番号.231(1月号)

賭
も
公

合
好
調
な
市
京
隠
輯
怨
の
制
曲
m

録
手
続
も
そ
の
溺
で
即
決
す
る
な
ど
、
一
一
月
、
一
千
好
関
知
市
政
伸
長
の
た
め
ろ
え
ま
し
た
。
洋
蓄
の
一
部
で
は
、
ァ
メ

昨
年
昭
丹
花
関
館
し
た
市
立
出
書
館
従
災
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
は
お
き
ま
し
寄
付
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
で
は
お
り
か

D
ヵ1
ナ
冨
斜
事
血
(
(
米
)
一
一
平
巻
、

〈
宮
代
建
一
ニ
管
長
)
は
、
十
二
月
二
十
た
。
ら
建
設
中
の
新
函
書
館
の
資
料
施
突
に
ブ
ロ

y
ク
ハ
ロ
ス
苔
斜
事
典
(
独
)
十

円
現
在
で
市
の
人
口
の
五
特
に
あ
た
る
と
の
利
滑
に
こ
た
え
る
た
め
、
館
で
寄
付
金
を
あ
て
る
ζ
と
会
決
定
し
、
熊
島
「
フ
ラ
ン
ス
大
宮
斜
事
血
(
(
仏
)
一
一

八
千
三
日
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
ι

は
ま
ず
ま
ず
図
書
の
強
笑
を
凶
っ
て
い
内
一
一
階
貸
出
塗
に
「
岩
田
文
臆
」
を
設
十
一
一
巻
な
ど
を
初
め
と
し
て
八
十
二
冊

人
口
六
万
人
以
上
の
市
の
市
立
図
書
ま
す
が
、
児
謹
媛
県
図
書
の
掲
台
f
p
}
け
て
点
〈
同
氏
の
と
懇
釜
顕
彰
す
る
和
語
で
は
、
群
事
解
題
一
ニ
十
巻
、
判
例

告
書
に
数
多
く
あ
り
李
が
、
年
星
空
字
向
か
ら
三
十
冊
ゑ
…
人
己
主
し
詰
め
し
た
。
樟
系
一
百
十
巻
な
ど
じ
吉
七
十
九
冊
。

間
利
用
者
が
そ
の
市
の
人
口
の
五
暗
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
の
蔵
事
数
図
書
鍔
で
は
!
i市
民
の
臼
常
問
題

ζ
れ
ら
の
基
本
図
書
は
館
内
の
事
考
口

達
す
る
の
は
き
わ
め
て
健
秀
な
歯
書
館
は
関
万
一
千

Ammと
な
り
ま
す
が
、
ま
解
決
の
た
め
の
留
答
答
提
供
す
る
一
の
が

1
ナ
!
に
渠
中
的
民
配
置
さ
れ
、
+
こ

と
セ
れ
、
全
国
で
も
五
つ
し
か
な
い
そ
だ
ま
だ
理
想
に
は
遠
い
よ
う
で
す
。
知
識
樹
斡
提
供
機
関
と
し
て
の
図
書
館
人
の
再
審
の
指
導
助
長
国
に
よ
っ
て
、
い

ろ
で
す
o
わ
た
く
し
た
ち
の
図
書
館
は
文
化
都
市
平
塚
音
象
徴
す
る
ζ
の
図
の
使
命

l
iと
い
う
翻
慌
に
た
っ
て
、
よ
い
よ
一
月
九
日
か
る
一
般
に
公
開
8

八
か
月
で
こ
の
五
停
に
達
し
ま
し
た
。
書
晶
出
yc
、
名
実
と
も
ほ
臼
本
一
の
図
書
洋
書
・
和
書
の
す
べ
て
を
含
め
た
基
本
れ
ま
す
。

ま
た
、
図
茜
の
貸
出
数
も
尚
じ
〈
人
口
館
に
背
で
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。
図
書
(
事
典
・
辞
書
)
一
千
八
百
十
問
叡
岩
田
さ
ん
の
お
力
で
、
市
立
図
書

六
β
人
以
上
の
市
の
市
内
V

弱
書
館
の
場
。
岩
田
支
障
い
よ
い
よ
公
務
ど
十
口
書
百
七
十
コ
南
1

聞
朝
日
薪
閣
の
際
鍔
と
し
て
必
要
な
事
典
・
辞
醤
の
類
が

合
、
+
万
冊
が
百
禄
「
ご
守
れ
て
い
ま
7

市
内
紅
谷
町
長
崎
援
(
株
)
八
首
長
泊
二
十
一
日
ヰ
創
刊
号
か

γ昭
和
白
十
五
己
こ
に
こ
と
と
と
く
と
り
そ
ろ
一
一
与
り
れ

が
、
十
一
斉
下
旬
で
九
万
一
一
一
守
冊
、
こ
の
故
告
白
長
老
巳
ん
の
と
望
に
よ
っ
年
ま
で
の
八
十
一
…
年
間
分
(
マ
イ
ク
ロ
た
己
主
な
り
手
。

れ
求
た
新
春
と
と
も
に
呂
田
崎
突
破
間
違
て
、
未
亡
人
岩
間
イ
キ
注
ん
か
う
昨
年
フ
ィ
ル
ム
七
百
八
十
一
四
本
)
与
と
り
そ

い
た
し
と
い
う
好
成
靖
で
す
。

と
の
昨
識
の
特
色
守
一
ひ
ろ
っ
て
み
ま

話
題

成見
事
に
関
苧

噛間

一

臨

時

。

県

立

字

書

客

室

落

成

ζ
ζ
語

草

九

人

の

県

警

察

童

書

な

ど

に

脅

す

る

杭

払

文

化

セ

ン

タ

ー

敷

地

内

記

、

昨

年

二

配

属

さ

れ

ま

す

が

、

美

術

・

音

楽

・

体

場

合

)

会

合

室

、

和

玄

使

用

す

き

E
抱
月
か
ら
疋
事
費
一
俊
円
余
で
建
築
中
の
育
に
は
尋
問
の
教
師
が
あ
た
り
、
一
般
き
は
、
使
用
の
=
一
日
前
ま
で
に
監
接
会

同

町

県

GEl-塔
青
少
支
援
が
い
よ
い
よ
完
レ
ク
ヨ
エ
1
シ
ョ
ジ
は
軍
民
が
担
当
館
へ
お
出
で
の
う
ヨ
ベ
申
し
込
ん
で
く

子
魁
成
、
一
月
十
八
日
晶
体
回
開
知
事
も
一
出
席
す
る
な
ど
教
養
向
上
に
電
話
…
が
お
か
れ
だ
さ
い
c
ζ
の
一
一
ラ
の
ほ
か
の
施
設
は

河

鵬

じ

て

一

開

館

式

か

行

な

わ

れ

ま

す

J
O

既
設
て
い
宅
3
0
青
少
骨
品
目
前
向
と
い
う
名
称
常
時
使
用
母
、
き
ま
す
。

か
畑
町
の
市
立
図
寄
館
と
謁
和
の
と
れ
た
容
姿
か
ら
、
と
も
す
る
と
青
す
年
だ
け
が
対
な
お
、
会
館
は
月
曜
日
と
祝
祭
臼
の

配
制
す
と
、

ζ
ど
も
室
の
刷
用
が
半
数
言
と
色
彩
の
建
物
は
、
定
セ
ン
タ
ー
完
象
と
受
け
と
ζ
れ
が
ち
で
す
が
、
会
館
害
が
休
館
、
開
館
時
間
は
午
前
冗
時

一
前
点
め
て
い
る
ζ
と
ー
レ
只
荊
持
者
が
近
く
一
ば
成
へ
ま
た
一
タ
近
づ
い
た
噛
じ
品
浅
く
当
局
で
は
婦
人
間
停
に
も
大
い
は
利
用
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

間

左

か

り

で

な

く

広

く

市

内

金

に

わ

え

し

ま

す

。

し

て

ほ

し

い

と

呼

び

か

け

て

い

ま

す

。

霧

装

会

警

護

・

5
5

ぺ
鉱
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
一
石
一
一
階
患
で
一
千
六
百
七
十
七
平
方
針

一
会
の
特
色
の
震
は
、
弾
一
に
お
か
あ
さ
会
露
五
時
、
一
書
一
一
号
(
和
室
ム
五
口
斡
号
匂
笠
同
日
除
器
も
え
〉

タ
年
シ
企
ん
が
た
の
社
会
教
育
へ
の
関
心
が
非
棉
宰
)
の
会
館
は
、
中
央
の
横
浜
J
f除

〈

お

引

『

晶

猪

a
h四
割
世
か
高
品
一
昨
日
刊
訂
V
4

先
滑
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
事
実
、
と
地
万
で
は
九
番
め
に
な
り
ま
す
が
、

f
-
一

‘

記
図
書
館
に
は
毎
日
お
か
あ
さ
ん
に
主
一
一
章
一
一
若
手
剣
道

Z

鞍
討
も
す
す
む

ひ
か
れ
た
河
組
も
の
こ
ど
も
さ
ん
か
架
設
さ
れ
た
の
が
特
色
で
す
。
一
階
に
は
白

4

4

:

で
南
M

閉
め
切
る
い
明
静
か
な
こ
ど
一
も
軍
で
三
十
人
収
容
の
音
議
室
、
車
道
・
茶
道
。
市
立
博
輸
銀
の
検
討
進
む
駒
鐙
に
し
よ
ち
一
と
、
い
ま
各
界
の
権
威

お
行
髄

LT+会
読
ん
だ
り
、
真
剣
な
・
問
手
将
棋
な
ど
趣
味
と
娯
誕
の
た
建
議
請
の
高
度
の
発
震
は
、
人
樹
者
の
協
力
で
部
査
研
究
か
進
ん
で
い
ま

ま
な
ざ
し
で
一
貸
出
主
乏
採
し
て
い
る
企
め
の
利
援
が
一
一
一
帯
一
、
細
説
室
、
新
開
な
の
生
房
ず
ら
奪
え
て
し
ま
っ
と
い
わ
れ
ず
o
ζ
の
調
査
を
も
と
に
し
て
一
昭
和
顕

在
見
ま
す
と
、
テ
レ
ピ
の
影
響
で
読
書
ど
お
か
れ
た
談
諮
コ
ー
ナ
ー
、
軽
長
堂
る
今
日
、
市
民
児
教
聾
と
憩
い
の
場
を
+
六
昨
度
で
計
昭
社
ど
り
ま
と
め
、
一
出

力
の
低
下
が
伝
え
ら
れ
る
近
と
ろ
、
ほ
な
ど
が
あ
り
ま
3
0
二
階
に
は
一
一
百
丘
提
位
す
る
と
い
う
大
古
生
国
的
に
そ
っ
+
八
年
度
と
ろ
ま
で
に
は
完
成
さ
什
名

ん
と
コ
に
誼
首
ば
し
い
ζ
と
と
患
い
ま
十
A
収
容
可
能
の
集
会
室
、
静
か
に
学
て
、
博
物
館
の
建
設
が
検
討
さ
れ
て
い
予
定
で
す
。

す
。
第
二
の
原
因
は
図
書
館
の
運
営
方
ぷ
学
問
時
窓
(
四
十
人
〉
、
金
合
憲
が
こ
ま
す
。
歴
申
街
K
は
史
廊
や
文
部
聞
に
と
の
情
博
物
館
出
発
総
吉
争
と
、
立
派

酎
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
ζ
と
。
ま
T
室
(
い
ず
れ
も
四
十
人
)
、
美
術
釜
、
と
ほ
し
い
平
塚
で
す
が
、
宮
然
・
接
民
な
「
平
塚
市
文
化
セ
ジ
占
1
」
が
で
き

思
い
切
っ
て
利
用
手
続
の
簡
素
化
笠
岡
山
勝
専
用
具
亭
備
え
た
プ
刀
ン
ト
コ
1
ナ
民
借
・
受
術
・
斜
学
な
ど
め
部
門
を
も
あ
が
あ
ζ

と
に
な
G
ま
す
。

め
ま
し
た
。
ス
館
禁
め
居
止
、
貸
山
田
盃

1、
事
務
室
訂
ど
が
あ
り
ま
す
。
ち
、
年
離
の
特
色
を
い
か
し
た
総
合
樟

み
]
V
々

y
i

州

第

玄

関

神

耐

震

青

揺

さ

ん

で

い

く

さ

も

苦

手

だ

ワ

草

川
山
車
玄
似
奈
は
、
き
る
九
が
、
ト
ピ
ッ
ク
学
組
で
先
援
の
け
ム
ー
ド
に
よ

山
月
一
一
十
六
ム
白
、
横
っ
て
選
一
一
回
の
揖
習
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

州

浜

の

県

立

警

少

年

セ

〆

8
と
な
っ
て
し
ま
い
事
U
た
」
と
告
白
し

川
貞
}
で
開
催
さ
れ
、
県
「
背
暑
の
喜
び
は
ひ
と
り
で
は
絶
対
あ
り
一
樽

附
下
の
勤
労
苦
年
多
数
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
青
年
ひ
と
り
ひ
と
り
、

附

参

加

、

音

楽

、

語

、

目

。

ん

な

が

喜

び

毒

た

時

青

春

の

査

の

州
商
問
閥
、
築
工
芸
能
、
意
警
び
が
あ
る
こ
と
受
銅
の
ま
し
た
」
と
、
共

制
見
鶏
雲
仙
ど
文
化
浩
勤
通
の
連
帯
感
、
仲
間
面
識
の
草
ざ
と
盟
問
び
を

附

壱

通

じ

て

青

年

同

士

の

語

。

、

き

る

に

管

少

年

会

舘

な
Y
溺
〈
審
尋

問
削
友
好
親
善
壱
泊
閉
め
た
が
た
ち
の
た
め
の
施
設
の
第
奨
受
尋
常
え
て
い

制

わ

が

平

塚

か

ら

担

博

多

る

。

山
川
英
子
さ
ん
が
、
第
一
部
「
私
は
ほ
ん
と
は
淋
し
が
仏
有
で
、
ち
ょ
っ

州
意
見
発
援
に
出
場
、
青
と
し
た
己
と
も
気
に
す
る
た
ち
な
ぶ
で
す
o

m

t

学
級
で
学
ん
だ
体
験
そ
れ
で
は
い
け
な
い
と
、
つ
と
め
て
一
明
る
ミ

削
を
ア
l
マ
に
議
見
安
発
表
し
て
優
勝
、
知
事
往
き
ょ
う
ど
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

州
杯
吾
授
与
吉
れ
た
o

に
は
い
っ
た
す
:
ク
ル
情
動
が
好
意
犯
な
っ

川
根
揮
さ
ん
は
市
内
須
賀
私
踊
町
の
会
社
員
て
し
ま
っ
て
、
官
其
饗
庭
に
は
い
っ
て
も
続

州
の
家
に
生
ま
れ
た
。
一
一
一
人
見
技
の
末
っ
子
で
け
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
。

州
生
粋
の
平
塚
っ
子
で
あ
る
。
港
小
、
太
梓
中
(
放
磁
を
ど
豆
鼠
う
か
)
須
賀
と
い
う
主
己

附
か
ら
県
立
大
概
高
校
を
串
紫
、
平
家
信
用
金
ろ
、
管
は
パ
カ
托
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ぃ

州
障
に
就
職
、
い
ら
い
埠
基
調
質
支
蔚
に
勤
務
ま
は
全
然
違
い
ま
す
o
島
北
た
か
い
市
民
謡

附
し
て
一
回
岸
に
な
る
。
間
交
m
聞
は
醜
員
一
一
一
十
七
識
が
先
潤
し
て
い
て
、
と
て
も
い
い
と
ζ
ろ

川
名
、
男
女
ほ
ほ
尚
数
、
平
均
年
齢
二
十
五
歳
だ
と
一
患
い
ま
す
o
f

川
久
か
月
二
一
一
十
代
が
哨

JS長
も
さ
め
て
六
名
〈
職
業
化
つ
い
て
)
酎
き
が
い
の
あ
る
場
競

川

あ

と

は

一

ヱ

代

、

亡

と

満

足

し

て

い

ま

山
い
♀
一
也
君
の
天
下
マ
マ
:
行
;

5

4

i

・
す
。

山
川
あ
る
。
根
障
さ
ん
同
国

J

一一一
J

)

〆K
亡
、
ん
(
そ
ろ
一
玄
義
務

削
周
期
年
中
の
先
議
格
一
昆
畿
麟
響
毅
タ
シ
υ¥
勺
時
だ
が
)
理
解
し
て
く

附
て
お
と
な
し
い
が

L

警
j
ツ

二

一

喜

一

交

が

み

つ

か

州

苦

し

っ

か

り

し

た

…

離

轍

機

鱗

警

護

一

由

っ

た

ら

結

婚

し

ま

問
責
日
寄
贈
の
強
い
離
さ
…
轟
饗
警
護
4
A

一
三
摂
す
。
ス
ポ
込
ノ
マ
ン

川
川
ん
円
支
庖
長
説
v
t

…
e

i

:

々
が
好
き
で
す
。
潜
も

側

、

閉

山

る

い

性

格

に

加

飲

め

ぬ

よ

う

な

易

経

制
え
て
浩
司
っ
子
と
い
う
親
近
感
も
あ
っ
て
、
は
亨
ら
い
で
す
。

制
貯
金
の
勧
誘
な
ど
も
お
手
の
も
の
o
女
性
職
(
=
房
事
件
は
)
六
決
シ
ョ
ッ
ク
壱
受
け
ま

州
員
の
巾
援
と
し
て
預
金
執
り
を
し
て
お
り
、
じ
た
。
ひ
た
む
き
な
信
念
に
は
敬
服
し
ま
す

州
支
底
長
の
信
頼
も
あ
っ
ぃ
。
作
文
に
も
欝
い
が
、
行
動
は
肯
定
で
き
ま
せ
ん
。

川
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
の
職
溺
に
満
足
し
て
(
好
き
な
伊
家
は
〉
松
本
清
援
、
源
民
鶏

山
川
い
る
が
、
た
だ
働
く
ば
か
り
で
な
く
広
い
趣
太
。

川
川
昧
や
敦
聾
を
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
と
、
友
(
評
吉
な
も
の
〉
主
力
ジ
類
、
溺
は
少
々
。

似
人
の
す
す
め
で
、
四
十
四
年
春
か
ら
脅
一
年
数
(
態
昧
は
)
宇
士
宮
、
日
本
人
形
の
制
作
。

側
室
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
一
般
荻
聾
を
中
心
開
問
お
く
頼
も
し
い
娘
さ
ん
で
あ
る
。
懇
子

制
と
す
る
ト
ピ
y
ク
学
般
に
入
学
、
先
輩
の
指

Y
ポ
の
近
代
佑
の
な
か
に
伸
一
き
が
い
の
探
求

側
溝
壱
一
受
け
る
か
た

b
bポ
÷
フ
ン
右
手
l

帯
、
人
潤
圏
第
叫
ば
れ
る
と
き
、
遣
の

郎
ク
ル
に
加
わ
っ
て
地
噴
出
乙
ど
も
た
ち
の
註
可
能
性
を
も
っ
青
年
た
ち
に
期
待
昔
話
と
年

制

話

令

し

て

い

る

。

ろ

は

大

き

い

。

膏

卑

た

誌

が

自

己

帯

改

造

L

m
翻
意
な
が
ら
一
学
期
目
す
る
ま
じ
め
な
仲
間
た
自
ち
を
再
発
見
し
て
い
く
た
め
の
縄
問
酔
濁

郎
ち
か
ら
多
〈
の
教
訓
壱
得
た
が
、
た
ま
た
ま
活
弱
が
ま
す
ま
す
重
要
警
ωれ
る
と
吾
、
r
』世

間
川
市
が
募
集
し
た
勤
労
苦
年
生
活
作
文
一
に
す
す
女
た
ち
の
果
た
す
師
匠
E
H
は
重
い
。
そ
の
た
め

附
号
b
れ
て
応
募
『
就
職
後
の
私
の
あ
ゆ
み
』
に
も
わ
が
平
塚
市
旬
、
青
年
学
組
の
著
者
た
ち

川
酬
と
類
し
悼
験
壱
つ
づ
っ
た
作
文
を
出
し
た
と
に
心
か
ら
な
る
声
援
を
お
く
り
た
い
。

酬
と
ろ
特
選
比
え
6ば
れ
、
老
い
向
僚
た
ち
の
帯
障
さ
ん
は
二
十
古
歳
。
住
所
は
呼
嫁
浦

州
共
雪
辱
び
内
サ
ー
ク
ル
事
か
A
離
れ
ら
札
場
町
三
一
苓
(
文
・
各
種
盟
?
感

慨
れ
な
い
存
夜
と
な
っ
た
。

ζ
う
し
た
実
力
を
輯
モ
ニ
タ
ー
)

山
刷
費
わ
れ
て
県
青
昌
文
化
祭
に
出
場
し
た
わ
り

間
川
だ
炉
、
優
勝
な
ど
夢
に
も
感
わ
な
か
っ
た
と

仰
い
う
。

ζ
の
意
見
発
衰
の
な
か
で
彼
女
は

鰍
「
人
前
で
隠
す
と
一
r

と
も
、
仲
間
同
と
じ
よ
う
す
一

然青年文化祭で、知事拝を授与された

根岸多美子さん
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広報ひらつか

ノ収入手18.2伶と半数:こせまり、支H凶ま40・3停で、市

税iS(入は前年より上回っているo @ 44年t.[決算」こ士、 100

%告こえる収入実揖をあげ、一般会言iにおける実質収支

では、 1憶 2千万円を翌年度lζ編入している。 @44年度

般会JIの議終予算は57億円台lこ迭し、 5:1:L¥予算はいず

れも高い執行事告三己主ました。

総務部尉政課は、隠殺145年4月 1臼から9月30日まで

の昭翁臼45年度前期の予算のうときと1'>44年史決算号内浸

今期財政状況で

は、①市の予算規模は九月米で、 126儲戸Wコ大台にのっ

た。②般会計の収入商では自主財源は85.7得、交山主

投資的なものに40.8%である。③前期の総体恨支は メ

と
耀
醐
鵬
、
そ
し

ンセ敢行甫

円

以

遮

プ

時

車

一

哨

回

一

轄

)

ひ

日

融

日

刊

週

時

バ

祉

口

曜

棺

目

時

時

一

i

出

抑

制

諮

問

日

i

恥

町
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向

坤

4
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一

月

課

土

U
U
童
肘
需
工
~
・
時
時
岡
崎
町
時

一
占
制
官
誤
認
一
札
制
箱

一
説
/
月
陀
民
)
室
金
一
叶
一
木
オ
量
狩
ヒ

3
相

時

部

付

肯

ん

等

誠

3

一
円
一
週

1
3
3

E
}問
所

/

せ

ヱ

抱

講

一

同

一

見

合

出

措

加
酔
~
輯
識
臨
時
つ
加
酌
月
一
世
一
理

町
山
特
時
相
会
相
日
あ
ク
市
部
一
ヴ
一
聾

火
4
{回
世
ヱ
揖
一
臨

y

/

一
ν一

日
将
軍
日
韓
商
職
拍
逝
チ
時
輯
一
時
一
世

拡
緋
噂
昭
と
/
者
暗
控
ス
日
朝
一
司
一
相

守山
f

瞬
間
刀
輯
時
令
木
尭
ラ
』
龍
一
U
M
一一背

d
韓

親

描

盟

畳

一

凶

韓

めたのた

e
i
j
i
-
-
=

九
月
末
の
市
税
る
。

1
1げ
の

予

算

混

額

二

十

・

九

月

末

の

市

有

八
億
八
千
六
百
万
円
応
対
す
る
住
町
質
問
援
は
、
九
十
八

民
一
人
あ
た
り
の
平
均
市
税
負
担
塑
…
千
三
吉
宏
円
ο
前
回
よ
り
ナ

は
一
万
七
千
四
百
八
十
一
一
円
、
一
一
ニ
摺
七
手
七
首
万
円
の
増
加
だ
が

世
帯
あ
た
り
六
万
九
千
一
一
一
百
七
十
己
れ
は
大
神
し
尿
じ
ん
か
い
処
禦

一

円

で

あ

る

。

場

用

地

め

取

揮

な

e.市
灘

[

市

印

鑑

私

却

金

i
あ
げ
ら
れ

1
4
a
F
倭

語

亀

蓮

宗

治

必

ヘ

Y

一

事

は

十

一

議

七

番

)

宥

こ

の

う

ち

、

土

千
六
日
目
方
向
で
、
，

E
ν
d
wぶ
悼
、
地
中
自
主
刀
九
千
一
一
一

倍

。

入

れ

先

は

大

韓

問

簡

百

平

方

M
(四
十

蔵

省

賢

合

連

南

同

部

四

億

七

千

百

六

十

か
ら
じ
億
三
一
十
一
一
百
万
内
認
政
省
万
円
)
、
建
物
二
十
一
一
万
二
千
五

間
話
探
検
局
か
ら
四
憎
六
千
二
百
百
平
方
日
制
(
四
十
九
億
四
千
九
百

万
円
与
と
で
あ
る
c

万
前
門
)
、
有
価
証
券
一
一
一
千
百
八
十

負
傷
桝
目
、
訂
良
一
人
あ
た
り
万
円
、
土
地
開
発
基
金
三
億
七
千

九
子
五
百
五
4
向
、
役
帯
開
り
で
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

一
一
万
七
千
八
百
託
十
五
円
で
あ

部月第 Z土昭
課)

1・都 3月曜 9時
(揺祉)

市粗相韻語月第2・車4本欄/市民棺

説室(市民税課)

宅地瞳曲相臨半日 9時-16時常設市民
相時室(建築課)

韓宵相観オ、木、袋戸土、ロ持臼9時 -15時
/教育研究所

平日10時 -1&時常設/青少

鞭瞳埠盤椙盟~E1 9 時~拍時帯設/揺
祉事務所

@講師徳永三千枝吉田和町矢野

鶴子

@展示 JIS、JAS品賞費示、ペピ
」用衣怠4、ィヒ学議維、牛乳と乳製品
@消費生活指酷〈待問10-1品以
買物相談、苦情相談など

醐血どなたも♂お気軽にーどなたもお気事基lこ

持
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競輪場一護軍陣圏一県満生学 C皇霊童コー大神
簿掃作難所一消防軍11騨話器一照宮水謹欝事JlI求額

一鰐入ヱ購笛地一市役所前 C騨散コ

織応 募 T宮内層住詑搬な才以上申入1∞入ま
官

観 E担 込 1月3閉までに控後ハガキ1;:、健
所氏名、懇話後間E君、ぎた団体での申し込みは
櫨定人践と代書聖者下aaへ 先麓需需でしめ切哲ま
す.

纏讃 殉 需品 Cただしこ百円¢星章代劇饗J

応募先@平塚市浅間同 9審 1号

プ
キ
カ
ン
類

ア
キ
ピ
ン
類

セ
ト
モ
ノ
類

ガ
ラ
ス
一
類

ナ
ベ
、
カ
マ
、

ブ
y
キ
製
品
類

ラザ
J

ォ
、
置
気
ガ
マ
、

電
製
品
類



四
月
に
行
な
ね
れ
る
統
一
柏
市
議
単
に
時
時
L

掛
か
五
つ
増
設
さ
れ
、
従
来

の
建
議
と
あ
わ
せ
て
会
部
で
一
一
一
十
五
諺
引
所
と
な
る
。

市
選
挙
管
恕
委
員
会
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
長
い
行
列
を
つ
く
っ
た

長
時
間
持
た
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
く
気
持
よ
く
一
翼
で
さ
よ
う
脊

相
者
の
多
い
旭
地
区
、
大
野
地
区
、
神
的
地
区
に
豆
つ
の
醤
読
争
お
し

た
り
、
受
け
付
け
も
ふ
や
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
お
り
、
有
権
者
会

員
が
議
町
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
使
っ
て
き
た
花
水
型
民
的
出
寸
関
欝
舘
が
な
く
な
っ
た

の
で
、
葉
地
区
の
み
な
さ
ん
は
市
立
花
水
台
事
寮
の
第
十
持
歯
医
で
投

票
し
て
も
ち
う
こ
と
に
な
っ
た
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
。

毒
庭
「
説
布
さ
れ
る
謀
議
の
入
場
塾
警
の
審
議
所
を
よ
〈
確
認

し
て
あ
な
た
の
一
事
在
宅
て
ほ
し
い
。
な
お
、
入
場
整
章
一
議
失

し
た
り
し
た
場
合
も
、
時
措
示
で
き
る
の
で
指
定
さ
れ
た
投
票
帥
へ
き
て
ほ
し

分
割
さ
れ
る
抄
4

車
窓
と
受
け
付
け
が
二
つ
に
な
る
一
役
扇
町
所
は
次
の
と
お
り
。

き
キ
土
eF

606 

φ
銭
装
道
路
に
水
を
ま
か
な
い

φ

φ
家
縫
雑
排
水
を
流
さ
な
い

φ

晶
甲
道
絡
上
の
た
吉
火
は
し
な
い

φ

φ
薦
腐
街
遜
路
上
に
務
品
や
斑
⑩

転
車
な
ど
出
さ
な
い



十
二
月
一
十
忠
義
答
者
の
慰
市
議

開問ポ

l
D
Yグ
大
会
か
、
平
塚
メ
イ
コ

ー
ポ
ー
ん
で
開
躍
さ
れ
ま
し
た
。
四
十

一
一
一
名
が
害
加
し
、
盲
人
、
精
薄
者
、
両

足
の
不
自
由
な
車
イ
ス
の
人
、
そ
の
他

の
四
組
に
わ
か
れ
ニ
ゲ
I
ム
づ
っ
抄
d

p，
こ
る
の
苦
痛
を
怠
れ
歓
声
を
あ
げ
て

い
F
B
ζ
れ
は
ひ
と
り
で
ボ
ー
リ
ン
グ

壌
に
行
〈
掛
金
が
な
か
っ
た
身
鶴
者
の

み
な
さ
ん
に
、
ボ

1
yン
グ
寺
大
い
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
し
た
も
の
で
、

E
E
F
r
iム
は
、
車
イ
ス
か
ら
ぜ
ン
を
ね
ら

百
種
ノ
っ
た
り
、
付
総
わ
れ
な
が
ら
レ

1
yを

時
な
で
る
よ
う
な
フ
ォ
ー
ム
で
柁
九
却
す
る

帥
盲
人
組
、
糟
簿
者
の
一
球
一
塁
九
日
同
い

っ
ぱ
い
投
げ
る
組
な
ど
亨
ま
ま
ま
。
た

だ
、
ポ
ー
ん
の
ほ
う
は
思

F40一
つ
に
い

か
ず
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
右
へ
い
っ
た
り
、
五

へ
い
っ
た
り
、
そ
れ
で
も
ピ
ジ
が
た
い
門
刊

れ
る
と
ん
〈
歓
声
。
ポ
i
Dン
グ
は
初
め

で
の
人
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
一
一
ゲ
ー
ム

の
ト
1
点
ん
で
一
一
百
十
一
月
ふ
-
刊
す
入

も
あ
っ
た
ほ
ど
で
、
心
障
者
に
と
っ
て

楽
し
い
一
目
だ
っ
た
。

終草EシIl'たおれるかなと、おいっぱい投げる身障者

鶴露出している鉄管法、探混材でまいて
その上からぬれないピ品開ルをま〈。
破裂して漏水するjとうな事故が
たらもよラの水道エ茅j苫~

建る

ピン世たおれるなUI~声援を送る心噂患者のみな古品

df雪a 斐翠iZ51望:言12き笠
暴言詩違法話委員望号2詩書雪辱文
量害。寄蟹に金書三喜j長完是主霊五割 i幡

23 1言建計355R1iS君喜
一明治密智 で協あ関施計二
社章受金 長 )阿る係 し厩月

な E会て7 V 金申 マ守男と

詩作主tiE詩室長h量212た
か炉開会警書需で資道内需君主主詩
草聖書重量量室雪雪量ナ金量書聖書5五宮室
長ZF32iii/の肝号雪25;
誓言語 京守護ぷ 。)a翠丈宗主



マ
く

ιし
の
な
h
の
に
津
-
問
問
ナ
人
J
/

ハ
拐
・
市
ワ
ー
パ
話
会
民
館
/
よ
る
6

時
半
5
8同
町
平
/
内
容
・

m結
婚

(
2月
5
日
)
@
夫
婦

(
2月
8

臼
)
@
親
子

(
2
一月刊
μ

日
)
@
相
続

(
2
月
話
回
)
@
そ
の
他

(
2月
四

臼
/
出
掛
幅
削
・
横
摂
市
大
教
授
獄
図
清

司
民

円
A
地
復
〕

V
優
秀
賞
‘
共
和
オ
ー

デ
ィ
オ
(
盟
七
町

usm)

マ
止
世
誕
貞
・
(
株
)
田
中
紙
百
(
紅

谷
町
n
i
Jげ
)
、
(
問
一
)

γ

八
坂
屋

、
紅
谷
町
は
ら
汲
)

ワ
ソ
佳
良
出
・
(
株
)
出
陣
栄
古
間
山
口

(
開
喧
白
町
泌

1
7
)
、
〈
科
)
否
判

ラ
ジ
オ
庖
(
組
円
台
町
立
j
幻
)
、

(
有
)
川
万
(
明
右
前
9
1
1〉

門B
地
区
}
マ
優
秀
賞
・
(
有
)
づ

ズ
マ
電
機
閉
会
(
花
水
台
出
1
日
)

立
俊
民
商
・
パ
i
パ
1
セ
ブ
ン

持
一
一
八
五
)

マ
佳
山
尾
崎
同
・
(
有
)
原
田
龍
EJ

(
吃
水
rdお
I
H
H
)

、
グ
ャ
ノ

y
?の
同
日
円
居
(
望
平
日
川
i
m叫)
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母

ど
の
年
金
壱
支
話
し
で
、
本
人
や
そ
者
、
患
間
部
の
大
学
乱
手
除
い
た
一
一
つ
「
掃
人
抵
の
こ
と
足
つ
い
で
知
り
た
い
つ
ど
ζ
で
ど
の
よ
ろ
な
事
故
が

の
家
事
T
保
障
し
よ
う
と
す
る
制
度
十
講
か
ら
五
寸
九
歳
ま
で
の
人
な
ら
い
、
教
え
て
ほ
し
い
と
H
う
人
允
ち
得
っ
て
い
る
と
ゑ
ぎ
る
な
い
し
、

で
奇
心
。

ιず
こ
の
間
剖
民
学
金
応
加
入
し
な
貯
が
と
ん
と
ん
与
え
て
い
る
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
間
に
あ
b

町
を
と
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
今
弘
元
気
で
働
い
て
い
て
も
、
な
い
。

酎
聞
き
手
が
死
亡
し
た
り
し
た
と
意
同
と
こ
ろ
が
二
十
歳
市
」
ー
な
っ
誌
か
や
が
て
は
年
を
と
り
ず
動
け
な
く
な
と
の
よ
う
な
と
き
に
も
、
加
入
レ

備
え
て
邸
入
声
量
貝
か
前
も
b
て
保
り
の
習
い
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
ま
る
と
一
き
が
や
っ
て
手
心
。
で
い
れ
ば
障
害
年
金
宇
つ
け
る
よ
と

問
桝
を
積
み
rh-
で
、
吉
一
む
三
日
出
町
保
だ
年
金
に
刈
ず
る
意
義
刀
唐
く
、
年
ま
た
、
佐
沼
環
境
が
改
善
さ
れ
、
に
よ
っ
て
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る

w
一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
H

と

の

ゐ

p
l
i
f
J遜
ト

の

で

品

ず

し

も

遠

い

評

系

的

問

題

岳

己

主

主

詰

新

成

人

の

加

入

、

か

鉱

議

日

刊

え

な

い

お

を

つ

で

き

る

脅

年

ゑ

引

い

は

げ

ま

す

一

日

』

と

し

三

十

離

に

な

っ

て

関

民

年

金

に

加

で

童

各

地

で

ゆ

彩

な

酵

し

が

く

り

鵠

強

制

品

よ

な

ら

ど

れ

か

の

年

金

に

知

人

が

必

婆

入

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

人

で

、

ま

ひ

ろ

げ

ら

れ

る

だ

加

ス

し

て

い

な

い

人

は

加

入

す

る

一
平
歳
:
己
の
臼
か
ら
成
人
と
し
監
の
半
一
簡
を
負
担
す
る
。
金
と
い
っ
て
も
実
際
に
も
を
つ
の
は
区
一
室
拾
が
黍
予
言
し
た
が
っ
己
と
が
本
人
自
身
に
と
っ
て
非
常
に

で
た
く
、
亨
ん
の
擢
剰
が
宇
え
ら
れ
、
現
在
、
わ
が
留
で
は
、
留
民
は
必
遠
い
将
来
の
ζ
と
一
だ
か
ら
と
い
っ
て
て
、
箇
民
の
平
均
余
命
が
驚
〈
ほ
ど
利
援
に
な
高
ζ
と
で
あ
り
、
ぜ
ひ
、

裁
務
が
か
せ
ら
れ
る
F

一
周
箆
耳
金
へ
ず
ど
れ
か
の
託
金
制
度
陀
加
入
主
唱
賓
制
た
年
金
の
己
と
を
考
え
よ
う
と
岬
び
て
い
る
の
で
今
か
ら
一
老
袋
の
生
い
ま
す
ぐ
市
役
午
前
年
金
孫
の
窓
口
で

の
都
入
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
o

た
て
ま
え
に
な
っ
て
い
る
。
し
な
い
慣
向
同
ふ
の
り
、
司
一
十
講
に
な
汚
壱
考
え
準
備
し
て
お
か
な
く
て
は
加
ス
苧
親
き
を
し
て
ほ
し
い
o
な
お

政
府
が
行
な
う
由
民
単
金
自
制
度
は
し
た
が
っ
て
、
厚
生
年
金
晶
体
険
な
っ
た
人
の
加
入
が
低
調
だ

Y

な
ら
な
い
。
将
采
の
者
令
年
金
の
た
島
凶
部
の
大
学
笠
で
も
二
十
歳
以
上

年
を
と
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
、

Fの
被
問
者
年
金
制
反
の
加
入
J

『
し
か
し
、
ぞ
れ
は
年
金
制
度
が
十
め
ば
か
り
で
な
く
、
線
近
の
交
通
嘉
で
あ
れ
ば
希
望
じ
て
加
入
で
き
る
。

一
家
の
餅
き
手
が
亡
く
な
っ
た
り
レ
そ
の
制
度
か
ら
々
全
」
芝
つ
け
る
こ
と
分
受
己
わ
た
っ
て
い
な
い
事
お
考
〈
わ
し
い
ζ
と
は
、
年
命
保
T
E

た
と
き
に
、
受
で
障
醤
・
母
子
な
が
で
き
る
へ
と
れ
ら
の
人
の
配
偶
え
方
受
れ
で
あ
り
、
現
存
で
は
も

L
n
'
t
δ
O内融一一一一一一一へ。

償
却
資
産
は
毎
年
一
月
一
臼
混
て
ほ
し
い

f

在
の
資
援
そ
一
月
来
日
ま
で
に
申
マ
申
告
の
対
車
と
な
る
鞭
護
持
土

告
し
て
い
た
だ
く
/
」
と
に
な
っ
℃
地
や
唆
顧
問
同
列
で
事
支
の
用
に
位

い

る

。

す

る

ζ
と
が
で
き
る
賢
睡
で
、
数

昭
和
田
十
六
年
度
に
申
告
を
必
人
説
・
所
有
担
の
品
数
土
、
圏
金

要
と
思
わ
れ
る
事
業
所
に
は
、
申
ま
た
は
経
費
に
算
入
さ
れ
て
い
る

告
書
の
隔
世
怖
を
送
っ
て
あ
る
が
、
一
も
の
。例

え
ば
、
警
業
用
の
構
築
物
、

機
構
友
び
装
置
、
船
舶
、
車
問
及

ほ
し
い
と
い
っ
て
い
る
。
ぴ
居
住
掘
具
、
ヱ
真
、
器
具
備
誌
な

な
お
、
新
た
に
事
業
舎
は
む
ど
。
(
た
だ
し
、
自
動
車
曲
が
諜

品
、
塗
事
苛
取
得
さ
れ
申
告
の
お
税
さ
れ
て
い
る
も
の
は
除
か
れ

象
と
な
る
人
は
、
資
面
務
課
…
償
却
る
)
。

費
援
偶
と
還
時
の
う
え
、
申
告
し

護
国
間
?
間
四
番
錯
は
市
民
の
み
は
裏
付
υて
ん
、
マ
ジ
ガ
な
ど
E
F
T

い
て
い
ま
す
。
ま
お
出
か
け
壱
。

な
さ
ん
の
霜
司
会
よ
3
0
誌
に
在
住
票
用
雪
れ
て
い
ま
す
。
す
墨
田
之
さ
品
。
ス
…
ア
レ

在
勤
、
布
学
の
み
か
主
」
ん
、
い
ま
才
「
借
り
て
か
え
り
た
い
子
は
、
青
オ
コ
ン
サ
ー
ト
瞭
殴
鷲
議
特
集
耳

ぐ
、
暴
し
ま
し
ょ
う
。
庁
主
明
い
ろ
の
カ
ー
い
を
も
ら
い
思
議
し
ま
マ
1
月
初
自
(
土

)
1時
・
ス
テ
レ

書
、
学
室
、
保
険
法
記
お
し
ょ
ョ
。
護
ず
る
と
青
い
ろ
の
利
オ
コ
ン
サ
ー
ト
ム
!
ど
三

i
ジ

碓

汀

叫

で

き

る

も

の

ツ

ア

[

会

提

示

、

蓋

才

@

お

知

ら

せ

コ

i
ナ

j
z
k
s

れ
ば
剖
用
券
が
発

2

4

ι

宅

-
d

ワ
品
?
と
苧
議

行

さ

れ

ま

す

。

問

問

縄

問

ま

で

借

り

ら

れ

ま

す

聖

己

の

制

用

券

で

マ

霊

園

詩

貝

経

由

レ
コ
ー
ド
ゃ
、
一
度
に
四
冊
ま
で
本
沼
市
町
村
山
周
一
枚
も
ら
え
、
四
冊
ま
で
鐙

2
蒔

-ZF山
臨
留
品

の
貸
し
出
し
を
う
け
ら
れ
ま
ム
3
0
い
り
ら
れ
る
o
中
学
生
間
以
下

Cチ
は
品
説
明
マ
一
月
額
保
務
自
/
1

つ
で
も
利
用
で
き
貸
し
出
し
同
期
間
は
録
の
と
き
保
証
人
(
保
護
者
)
の
す
お
呂
、

s

一
惑
沼
、
す
べ
て
問
料
で
す
。
イ
Y
が
必
露
で
す
。

門
こ
ど
も
蜜
〕
・
一
階
的
南
向
き
円
四
植
物
〕
・
図
書
館
は
い
つ
も
次

悶
あ
た
ハ
け
の
よ
い
明
る
い
こ
ど
も
誌
の
よ
ー
つ
な
韻
物
を
三
階
ホ
l
ん
で
防



〈ご法草藍〉

φBCQ者受げる入へ・
(j)BCG壱接種したら次のことに
注意してくださ~'0 
08光にあてたい
。よくかわかしてから服を着る

O今日 1日はお風呂[こ入らない
C接種したとζろをもんだり、
とすつにつ、ひっかI 、たりし

ない

。いつもコ南京?にしておく

@接種した部分はどうなるか?

<: 1"'21塁間〉
あわっぷ，、王、リ、〈らみがで

きる仁先p尚込色、与るときもあ

る〉

<4週間〉
かさJたでに去る
<2~3 ヵ円〉

自然:こかさぶ之内とれる

@i":のときはじ三昌二みてもら

う。

BCGーしたあとが

イ仁摩聾してきた

φ予防接穣の受け付け時障は
守屯方接種σ>支け[、iけ時間は午後1
時30分か己午後2[時50分までにな
りてし、るc ず、町f閉までに会場
(きてくださいじ

挙式はつぎのお圏

を号事支をしておジ寄託す

キ喜吉九罪事1うもら 午後i鱒から

銃密の会場へ。

とく花、その臼の体滋を必ずはか

つてきてくださ沿、。もし、問診票出

届いていない家庭には、会場でお渡

しする。

1 今日の体混は[ B芝 分1
2 はな刀〈がでる
3 せきがでる
4 下痢をしている[1臼 田3
5-
5 
7 体質のζとで医師に注意された
ととがある

自 混在病気でE豆却にかかっている
9 最近1か月以内lとうけた予防接
穏は C程l1'l~ IJ，_!"思マヒ生ワクチ
ジ .BCG・はしか・ 3種混合
臼本脳災・インフノレエンil')

10 入学前のお子さんで以前に種皮
ジフテリヤをうけたことがある

11 1か月以内にはしか Eましん〉
iCヵ、カ〉つtc
12 どこも異常きがなし、。

沼環翠訟の急患

日曜休診のfム害を救うため、平塚
市主主部会は東海道観をtt2!こ交代診俊
市主主を閉し合わせている。

臨車1.樺 3臼燈日は南側の医院
睡第2・第4日曜日は北田lの医院が
原則士して診絞にrr;ずるζとになっ

ている。 r原則であって都合により
変更もある。日駆臼はあくまで部診

日であり診宜主は緊急怠者 ζ自立る」と

されている。

(35人以下) (50人以下〉

務(35人以下 2践(35人以下〉

11終〔犯人以下) 3締(35人以下〉

12碍〈朗人以下)専務(35人以下〉



両
目

が平塚姻j土文庫Iと開存されてし、

ることを紹介しよう。

騎乗八幡酪燥の!反コ1(ia縦47す
僧形八描図像の板

~1 ， 5宇、 他?と河
1臣、都合3点

市
岡
田
昌
打
間
〉

鶴睡u-l八蝿摺神礼的草草木

事i号
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